
大

H
N年占一ハ
H
ニ
ー
一
日
甥
=
櫨
輔
倶
物
認
沿
っ
惨

U

M
↓
川
純
日
リ
V

合亭溶経駄閤帝都京

巻(十λ 第第一( Z虎
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(禁

韓

捨

削

指

蔵

資
本
論
第
一
版
ご
第
二
版
ご
の
相
漫

市
京
傑
約
川
市
山
治
外
出
椛
問
題
ヰ
・
・
文
山
中
博
土

無
牧
待
財
産
の
課
税
・
・
・
・
・
-
一
回
・
・
・
法
山
中
川
!

江
戸
時
代

U
田
品
永
代
宵
買
の
禁
止
・
文
明
博
土

時

論

支
那
の
排
外
運
動
誌
根
本
万
策

錨

肌

常

叩

仙

法
的
宇
博
上

三 iillll矢河

浦戸野 1-_旧

E

L
一一

円以

4

1

載周正仁

行雄一肇

五E

農
政
上
よ
句
見
た
る
家
産
制
度
・
・
・

-
M
机
…
情
叫
「
士

山れ
U

労
働
例
制
法
則
の
安
市
性
羽
・
純
一
党
γ
r

齢

相

錦

鰍

坦
世
農
村
問
題
の
性
質
-

a

-

-

-

M

時別抗争

我
闘
最
近
の
苑
産
に
就
て
・
・
・
・
・
・
純
一
扮
宇
土

間

接

税

責

措

の

地

方

別

研

究

・

-
E

・
・
法
山
十
士

述

A
T

五
分
利
剛
山
叩
州
市
亦
(
節
二
十
五
阿
)
発
行
川
科
・
川
鮮
簡
易
問
川
抑
制
査
一
-
胤
ス
ル
円
・
体
太
陥
弘
同
勢
調
官
施
行

八

木

芳

之

助

森

耕

一

耶

い
』
は
し
し
午
、

ι
l
v
n
H

オ
.
旧
安

-U
一一良

川

崎

文

規

汐
児
三
一
郎
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争11

同 l

〆

無

投

盆

財

産

課

税

の

神

正

雄

戸

務
首
(
本
論
の
目
的
)

}

〉

}

)

)

財
産
稲
の
本
旨
(
十
財
産
税
の
稀
銅
と
明
国
の
財
産
袖

U
財
産
税
の
積
飼
い
主
弾
稲
と
伺
需
枕
臼
臨
時
措
と
相
官
積
一
は
賞
際
又
は
貨
質
ょ

の
財
産
一
時
と
形
式
又
は
名
義
上
白
財
産
枕
制
呉
融
支
は
動
抽
出
的
財
産
軸
と
静
止
又
は
静
謝
礼
耳
産
税
同
部
分
又
は
特
別
財
産
枯
と
一
般
財
産
紙
一
円

筒
別
総
冊
目
的
財
産
砧
と
闘
民
純
情
的
防
護
帖
問
問
題
。
財
直
結
向
問
周
白
財
産
税
白
本
昨
日
)

第
一
江
副
知
肱
盆
財
産
町
一
随
力
(
付
無
牧
管
財
産
情
絡
に
現
は
る
‘
能
力

2
4健
一
凶
牧
晶
画
財
産
た
り
得
る
物
が
偶
品
川
生
前
財
産
と
な
る
場
合
一
川
不

利
川
恥
惑
に
放
置
さ
れ
た
る
揚
骨
一
間
持
主
自
身
の
孟
古
川
に
仇
L
た
る
翌
四
回
鉱
山
抗
日
耐
財
産
川
相
官
な
る
無
形
収
益
あ
る
と
と
討
別
に
並
行
し
て

相

官

2
有
形
杭
管

2
4き
と
と
同
紙
牧
益
財
産
由
抽
出
力
に
劃
す
る
謀
措
上
白
掛
酌
及
考
量
一
川
一
啓
監
晶
画
財
産
に
て
川
抽
力
原
則

K
の
劇
的

向
判
官
商
政
策
上
白
考
慮
制
課
枕
技
術
上
及
川
政
枚
入
上
の
制
的
判
其
腕
鵡
川
其
兎
枇
刷
特
殊
銅
山
基
尉
症
に
て
川
一
定
小
甑
以
下
の
無
川
粧
品
位
財
産

仏
日
常
値
用
品
た
る
も
白
川
口
語
使
用
品
た
る
も
由
山
山
一
番
良
は
闘
賓
た
る
も
の
)

結
論
(
全
文
白
製
旨
)

第

eII 

緒

日

我
闘
に
は
相
続
投
ご
い
ふ
則
産
の
交
通
に
課
す
る
財
産
課
税
は
あ
る
げ
れ

E
も
、
未
だ
財
産
の
所
有
に
課
す
る

言甫

議

無
収
益
財
産
自
課
税

第
二
十
一
審

(第一-一披

四
五
)

四



附
削
船
川
川
一
U
H
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内
日
川
日
州
川
ハ
1
1川
川
川
い
ル
ペ
川
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一幽・圃

言tu

議

無
牧
盆
別
注
目
諒
柑

(
第
三
挽

~q 
，、

三
回
凶

第
二
十
一
巻

普
ザ
池
の
財
産
課
税
は
な
い
。
英
は
却
々
容
易
の
こ
ピ
で
は
出
来
な
い
o

凡
ぺ
て
新
し
き
税
の
起
る
の
に
は
産
み
の

悩
を
飽
験
せ
や
仁
は
踏
ま
な
い
1

0

此
枕
の
時
間
来
に
於
け
る
成
否
は
闘
よ
b
測
b
知
る
こ
己
を
許
吉
ぬ
が
、
兎
も
角

も
之
が
成
立
を
妨
ぐ
る
の
は
、

比
(
も
つ
所
の
山
捌
鮎
で
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し

τ北
山
中
に
就
い
γ

て
も
、

此
が
無

牧
盆
財
成
仁
も
謀
せ
ら
る
、
-
』
ご
、
な
b
、
共
り
柏
崎
め
此
税
が
給
付
飽
力
な
き
所
に
課
税
す
る
こ
芝
、
な
っ
て
、

組
税

ω公
正
要
求
に
反
し
、
随
ふ
て
は
又
財
産
一
冗
本
を
侵
蝕
し
て
経
済
政
策
的
の
要
求
に
も
反
す
る
こ
正
、
な
る

ご
い
ふ
の
が
共
最
重
大
な
る
も
の
で
ゐ
る
。
其
践
で
之
に
劃
し
て
締
明
を
匁
す
の
は
、
財
産
税
成
立
の
故
障
を
除

〈
に
必
要
ご
忠
ふ
の
で
、
敢
て
弦
に
之
を
試
む
る
で
あ
ら
う
。

第

段

財
産
税
の
本
旨

無
牧
盆
財
産
に
ま
で
も
則
産
税
を
献
す
べ
き
や
叉
課
し
て
も
差
支
な
き
ゃ
、
之
に
課
税
す
る
一
』
ご
が
能
力
原
則

に
反
せ
ゴ
る
や
資
や
縦
滅
的
要
求
に
反
せ
、
さ
る
や
否
ゃ
を
知
る
縛
め
に
は
、
先
づ
以
て
財
産
税
の
本
旨
如
何
、
財

産
税
が
如
何
に
し
て
能
力
を
捕
捉
せ
ん
正
す
る
か
、
其
の
捌
ま
ん
ご
す
る
能
力
の
特
徴
が
何
で
ゐ
る
か
を
明
か
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
に
は
又
財
産
税
ご
い
ふ
中
に
も
色
々
の
械
類
が
あ
っ

τ、
禁
問
題
正
す
る
財
産
税
が
或

榊轍岬婦関醸爾鞠鵬酬糊帆ふ

特
殊

ω財
産
税
た
る
こ
正
を
明
か
に
し
て
置
か
な
り
れ
ば
な
ら
凶
。

一
財
産
税
の
施
類
ピ
問
題
の
財
産
税
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j
j
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H
I
r
e
-
7
2
3、

}

け

A
財
産
税
の
種
類
|
|
財
産
税
は
或
は
主
要
税
で
あ

h
、
或
は
補
完
枕
で
あ
る
。
或
は
経
常
税
で
ゐ
り
或
は

叉
、
臨
時
枕
で
ゐ
る
o
或
は
名
義
上
又
は
形
式
上
の
で
あ

h
、
或
は
質
際
上
又
は
質
質
上
の
で
あ
る
。
或
は
静
止

的
又
は
静
態
的
の
で
あ
b
或
は
異
動
的
又
は
動
態
的
の
で
あ
る
o

或
は
部
分
(
又
は
特
別
)
財
産
税
で
あ

h
或
は
一

般
財
産
税
で
あ
る
。
ぃ
奮
時
に
あ
り

τは
此
が
主
要
税
で
あ
っ
た
が
、
今
日
に

τは
む

L
ん
補
完
枇
正
し
て
用
ぬ

ら
る
、
。
所
得
税
の
補
完
枕
ご
せ
ら
晶
、
。
み
臨
時
税
ご
は
戦
時
戦
筏
等
、
奥
山
市
山
な
る
機
曾
に
於
り
る
大
必
要
に

臆
宇
る
怨
め
に
一
時
的
に
設
付
ら
る
、
も
の
で
、
経
常
税
己
は
M
T
附
の
需
要
に
臆
す
る
も
の
で
あ
る
o
は
宵
際
叉

は
質
質
上

ω
財
産
枕
ご
は
財
産
一
克
本
ま
で
も
徴
牧
す
る
も
の
で
あ

h
、
名
義
上
又
は
形
式
上
の
共
ご
は
、
財
産
を

車
に
課
税
標
準
芭
す
る
ピ
り
で
、
之
を
税
制
脚
正
織
さ
す
、
む
し
ろ
所
得
を
税
源
正
す
る
も
の
で
め
る

r一)
O

そ
し

τ臨
時
財
産
枕
は
質
質
的

ω財
産
税
ご
な
る
可
能
が
大
い
が
、
其
が
必
A
Y
し
も
慨
に
然
h
t
の
み
は
い
へ
な
い
。

併
し
都
市
的
則
産
税
は
名
義
上
の
財
産
税
Z
な
る
こ
ご
が
多
〈
又
之
を
嘗
然
正
す
る
(
註
ニ
)
。
経
惜
税
を
賞
質
的
財

産
税
正
し

t
は
、
同
富
山
り
増
殖
を
妨
げ
、
縦
臨
胴
上
の
後
肢
を
肌
げ
る
か
ら
で
あ
る
(
計
三
)
O

に
異
動
的
又
は
勤
般
的

財
産
税
ご
は
相
鋭
、
由
民
民
等
.
異
動
朕
態
に
あ
る
財
産
に
課
す
る
も
の
で
交
通
税
正
な
ち
、
静
止
的
叉
は
静
態
的

財
産
税
ご
は
財
産
の
所
有
扶
態
其
も
の
に
勝
じ
て
献
す
る

ωで
あ
る
(
品
開
)
C

静
止
的
の
財
産
税
は
通
例
、
経
常
税

ご
し
て
漣
縦
周
期
的
に
謀
せ
ら
る
、
-
』
正
、
な
る
け
れ
Y
」も、

一
時
的
臨
時
的
の
も
の
た
る
ニ
ピ
も
あ
b
得
る
。

其
が
名
義
上
の
で
も
あ
h
得
る

L
・
質
質
上
の
で
も
あ
ち
得
る
。
異
動
的
の
財
産
税
は
其
異
動
的
出
来
事
の
後
生

議

部
批
益
肘
住
山
誕
枕

筋
三
十
一
容

古市

(
第
三
概

四
七
)

凹
E 
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附
附
川
mhduk;

圃.. ~ 

i
-

l

崎

P

6

J川

論

無
批
益
財
産
自
謀
説

第
二
十
一
番

-
司
す

干
刷
払

J
F

主主

掠

四
λ
)

議

が
多
少
の
不
規
則
を
有
つ
か
ら
基
本
枕
ピ
は
な
れ
な
い
。
静
止
的
の
名
義
上
の
財
産
税
で
あ
b
且
つ
経
常
的
仁
採

せ
ら
る
、
も
の
に
し
て
初
め
て
基
本
枕
ご
な
h
得
る
。
異
動
的
財
産
枕
も
R

公
平
課
税
上
に
相
嘗
白
根
磁
を
有
つ

が
、
静
止
財
産
税
に
比
較
L
て
は
異
常
に
大
な
不
公
平
を
生
す
る
可
能
を
有
っ
。
動
態
的
財
産
税
も
静
態
的
財
産

税
正
持
し
〈
、
臨
時
的
ご
な

h
又
経
常
税
ご
も
な
る
。
賞
質
的
財
産
税
ピ
な
り
叉
名
義
上
の
財
産
税
正
も
な
る
o

ほ
部
分
又
は
特
別
財
産
税
ご
は
財
産
の
一
部
の
も
の
又
は
特
定
輔
の
も
の
に
課
す
る
の
で
ゐ
b
、
一
般
財
産
税

t

p
へ
ば
或
人
に
属
す
る
凡
べ
て
の
財
産
宏
一
一
槌
め
に

L
て
献
す
る
も
の
、
又
は
一
層
詳
し

f
い
へ
ば
或
人
を
中
心

ご
し

τ之
仁
同
加
す
る
凡
ぺ
て
の
財
産
、

あ
る
(
詰
五
)
O

随
ふ
て
後
者
に
て
は
見
枕
鮎

4

累
進
卒
、
人
的
事
情
考
慮

ω行
は
れ
る
可
能
大
い
が
、
前
者
に
は
殆

(
梯
め
工
小
な
例
外
は
あ
る
)
を
綜
合

L
負
債
を
控
除
し
て
訓
附
す
る
も
の
で

ん
げ
と
な
い
w
o

部
分
財
産
税
で
は
物
を
見
て
人
を
見
同
傾
が
め
り
、
或
大
な
特
定
栂
の
も
の
を
免
税
す
る
可
能
が
大

で
あ
り
、
部
分
財
産
税
の
合
計
は
必
す

L
も
一
般
財
産
税
ご
同
一
で
な
い
へ
今
一
つ
、
賞
質
的
財
産
税
の
細
別
Z

し

τ準
者
に
よ
h
て
は
、
筒
別
税
務
的
財
産
税
吉
岡
山
山
経
糖
的
財
産
税
ご
仁
H
T
つ
が
あ
る
。
前
者
は
困
民
総
務
上

の
地
位
を
低
下
す
る
ま
で
に
至

ι守
し

τ、
筒
別
経
済
上
の
財
産
の
み
を
減
縮
す
る
の
で
ゐ
h
、
後
者
は
岡
民
経

楓
胴
上
の
地
位
ま
で
も
低
下
せ
し
ひ
る

b
の
で
あ
る
。
前
者
は
財
産
侵
蝕
の
度
合
の
粍
き
場
合
で
あ
り
、
後
者
は
其

重
き
場
合
で
あ
る
。

(
駐
さ

一
般
に
V

へ
ば
財
産
枕
は
皐
に
賦
謀
由
一
方
法
で
あ
っ
て
、
耳
支
摘
は
貨
は
酎
停
か
ら
縞
さ
る
‘
る
と
い
ふ
の
は
、
者

パ
ス
テ
ー
ブ
ル
が
、

Jensen. Public finance. p. 235' Hensel， Steu巴rrecht.S. J05 

Fischer. Steuerwr.sen des deuts-chen Reiches. S目 93

Melczer， a. a. O. 5目 58.
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r
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円、

uo
 

a
月

acd 

凶

O
H
m
p

m
a
s
s
 

G
a
o
u
 

-
G

『

λ
(

。a
a
ー

で
あ
っ
て
、
室
組
に
於
け
る
財
産
を
全
部
(
畑
観
砥
又
は
一
部
(
土
地
収
得
枕
、
取
引
明
取
引
税
}
捕
捉
す
る
財
産
交
掴
稀
、
特
段
な
る
瑚
由
よ
り
ザ
問
主
町

。

叩

?

〉

d

j
'
 

す
る
一
回
向
則
庫
揖
(
岡
防
分
揚
金
、
危
念
拙
牲
、
咽
制
公
債
)
に
樹
立
す
る
占
hr

ム
町
、
共
申
一
閥
的
財
瞳
枇
も
静
止
財
鹿
酷
で
あ
り
得
る
。

3.吋

由

J
u
h
M
r

泊

{
位
五
}
ケ
ツ
・
へ
が
、
財
産
耽
は
義
務
者
の
る
一
世
由
純
刷
産
(
随
ふ
て
負
債
路
陣
内
徒
に
)
を
廿
共
同
伺
に
よ
り
、
日
つ
其
世
源
左
大
吉
と
、
牧
盆
尉
庫

e
r
k
町

k

3
E
C
出

正
佐
川
財
産
主
目
別
な
〈
捕
捉
す
と
い
必
回
は
一
般
財
産
粧
を
摘
す
m
v
Jで
あ
“
、
毛
ル
が
、
近
世
心
告
刊
的
な
る
続
}
的
な
る
財
産
税
は
、
食
時
町
世

E

I

L

国

引

L

倒
値
表
示
白
寧
位
に
て
一
[
或
人
目
宜
阻
拙
内
に
あ
る
組
蹄
助
、
及
踊
消
的
に
評
倒
し
得
〈
き
櫨
利
の
織
計
か
ら
、
負
債
を
控
除
し
た
も
白
よ
時
前
伽
B
S
2刷

c
n
K
6ー

だ
と
い
ふ
も
亦
た
同
ピ
。

H
町

白

&

b
u
s
d
 

u
e
a
n
 

F
b司
ん

W

E

L

a

F

d

 

h
e
'

ー

曲

m
h
R伊

引
伝
説
唄

mi

出

kη
臨
む

議
上
白
財
産
揖
を
見
て
居
る
の
で
あ
り
、
グ
ル
ン
ツ
エ
ル
は
名
義
上
の
財
産
稀
を
以
て
狭
義
の
財
産
税
と
呼
ん
て
居
る
。

一
般
財
産
揖
は
非
常
な
る
財
政
困
難
由
場
骨
内
井
は
、
唱
だ
名
義
上
回
財
産
酷
で
あ
っ
て
、
民
貿
に
は
所
得
軸
だ
左
舘

(駐

5
し
い
コ
ン
ヲ

1
V
は
、
調
逸
各
邦
に
て
の
助
雄
拍
は
到
る
慮
に
、
質
質
的
由
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
形
式
買
は
名
義
上
白
て
あ
づ
た
と
い
ふ
て
居

s
 

zu白

シ
ェ
フ
レ

1
位、

『
陸
=
一
)
チ
ス
カ
は
、
寅
質
的
財
産
指
に
は
(
未
宇
闘
聞
な
れ
ば
大
し
た
こ
と
は
な
い
が
て
商
喧
に
拍
み
、
費
本
化

L
た
個
済
生
活
由
不
に
は
大
な

心
配
が
あ
る
@
此
が
胤
産
自
一
部
、
資
本
を
岨
牧
L
、
資
本
の
新
成
市
を
叫
げ
、
断
へ
ず
資
本
の
軒
成
形
に
向
p
t
4

き
純
涛
止
活
を
危

f
す
る
か

ら
と
局
し
、
コ
シ
ラ
ー
ド
も
、
寅
質
的
財
産
抵
は
捌
蕗
成
形
を
害
す
る
の
で
、
唯
だ
窮
迫
時
に
の
み
癖
識
せ
ら
れ
る
&
控
窓
す
。

ケ
ツ
ベ
は
、
崎
議
回
財
産
粧
は
、
財
政
と
し
て
の
財
産
に
謀
す
る
凡
べ
て
の
枕
で
あ
る
。
川
抑
制
柑
尉
産
哨
倒
紐
職
時
利
停
に
悶
る
財
産
成

(
陸
四
}

形
枕
も
之
に
属
す
る
@
肋
抗
議
に
て
は
、
観
念
上
白
単
位
・
と
し
て
財
産
に
劃
L
且
つ
共
が
所
有
者
山
手
に
静
止
す
る
虎
に
認
せ
ら
る
土
周
産
所
有
杭

B
問
題
の
財
産
税
|
|
上
記
の
如
〈
財
産
税
に
は
色
々
の
積
類
が
あ
b
、

を
指
す
か
に
よ
っ
て
判
断
を
異
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
此
仁
吾
人
が
問
題
記
す
る
の
は
最
狭
義
の
其
で
あ
b
・
即

一
概
に
財
産
税
ご
い
ふ
て
も
其
の
何

り
経
常
的
に

Lτ
名
義
上
な
る
、
静
止
的
に
し
て
一
般
的
な
る
、
補
完
的
の
財
産
税
で
あ
る
。
平
時
、
中
心
枕
だ

諭

議

第
二
十
一
番

三
四
七

(第一↓一掛

四
九
)

鏑
収
益
財
産
白
謀
枇

7) 
8) 
9) 
10， 
11) 
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m
p
u
J
4川一

1
1

凶・

論

議

第
二
十
一
各

三
四
人

{
第
三
韓

五
O
)

無
杭
益
財
産
自
諜
柚

る
所
得
税
伝
補
完
し
て
、
特
に
能
力
課
税
上
に
重
大
な
る
使
命
を
目
指
た
さ
ん
ピ
す
る
も
の
で
あ
る
。

コ
問
題
の
財
産
税
の
本
旨
(
其
能
力
課
税
上
の
使
命
)
|
|
此
財
産
税
は
卒
附
に
於
け
る
所
得
税
の
能
力
課
税
を
補

完
し
、
郎
も
資
産
所
得
に
は
勤
時
芳
所
得
よ
り
も
一
層
大
な
る
能
カ
ゐ
'
り
ご
い
ム
椴
定
に
於
て
之
を
重
課
し
ゃ
う
ご

い
ふ
の
で
ゐ
う
て
叫
決
L
て
其
に

τ財
産
冗
本
其
も
の
を
取
ら
う
ご
い
ふ
の
で
な
〈
、
矢
張
b
所
得
を
捕
へ
ゃ
う

Z
し
、
財
産
か
ら
所
得
を
見
ゃ
う
て
い
V

ふ

ωで
ゐ
る
。
某
を
所
得
其
も
の
か
ら
測
ら
な
い
ー
で
、
財
産
じ
よ
h
て
測

る
蕗
に
特
徴
が
あ
る
o

所
得
令
額
に
現
は
れ
t
j
c

る
所
得
力
を
財
産
調
格
が
ら
測
ら
う
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
共
カ
が

財
産
の
貨
幣
名
義
に
よ
る
債
伯
に
現
は
れ
、
或
人
に
属
す
る
財
産
煩
値
が
此
力
堂
本
す
ご
見
ら
る
、
。
彼
の
有
つ

財
産
誌
と
の
穏
類
は
多
様
に
が
・
其
を
貨
幣
掴
慣
値
ご
い
ふ
軍
一
な
統
一
的
な
尺
度
に
て
還
元
し
集
計
し
、
其
各

部
が
同
等
で
比
較
し
得
べ
き
も
の
，
己
せ
ら
れ
・
其
金
贈
の
大
小
仁

τ其
人
の
所
得
命
額
に
現
は
れ
ぎ
る
所
得
力
を

見
る
こ
ピ
り
使
を
得
ゃ
う
ご
す
る
註
七
)
。
特
に
其
償
伯
正
し
て
畑
地
む
の
は
時
舗
で
(
註
入
)
、
此
時
舗
に
よ
b
τ
牧
盆

財
産
も
無
牧
盆
財
産
も
共
通
の
標
準
を
得
‘
同
等
め
も
の
Z
せ
ら
る
、
。
此
が
僚
に
よ
b
て
所
得
金
額
外
の
所
得

カ
の
大
小
を
知
る
。
財
産
に
も
、
無
牧
盆
な
る
が
あ
っ

τ、
財
産
贋
格
の
大
小
に
て
は
所
得
の
有
無
大
小
を
一
市
吉

ぬ
ゃ
う

rが
、
賞
は
之
を
示
し
て
居
る
c

恰
か
も
共
の
川
川
一
枚
盆
財
産
の
あ
る
こ
さ
は
財
産
税
を
否
定
す
る
理
由
正

な
ら
す
し

τ、
所
得
税
の
み
で
は
足
ら
す
、
財
産
税
を
も
併
せ
周
ゐ
る
の
必
要
を
語
る
の
で
ゐ
る
。
或
財
産
に
牧

盆
あ
ち
ご
い
ひ
牧
盆
な
し
ご
い
ふ
は
杢
〈
有
形
牧
盆
の
有
無
で
あ
り
、
無
形
の
其
は
之
に
も
伴
ム
。
潜
在
し
た
見

Kleinwachter， a. a. o. S. 196. Tyszka， a. .a. O. S. 2[2. Henscl， a. a. 

o. S. J04. Strutz， Grundlehren des Steuerredus， S. 18目
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込
牧
盆
も
あ
る
。
財
産
税
は
有
形
牧
盆
外
の
色
々
の
牧
盆
を
も
捕
捉
し
ゃ
う
ご
い
ふ
の
で
ゐ
・
り
、
叉
其
が
出
来

る。

• 

(
陸
穴
)

此
朗
産
自
意
義
に
就
V

て
は
、
チ
ス
カ
は
、
誠
人
由
主
聞
楠
内
に
あ
る
貨
借
倒
値
に
て
表
は
さ
れ
た
る
物
射
の
骨
計
だ
と
い
ふ
町
、
其
は

挟
き
に
失
ナ
。
之
に
謝
し
、
シ
ェ
フ
レ
ー
は
、
財

T
は
戒
人
の
盛
理
に
立
つ
所
由
凡
べ
て
の
物
財
、
彼
自
貨
幣
倒
値
あ
る
植
利
、
並
に
革

U
者

ー
ー
す
る
給
付
葉
山
総
維
と
錦

L
、
ロ
ツ
ツ
は
、
或
人
目
事
ち
な
る
主
回
力
白
行
は
る
長
幣
、
又
は
他
の
物
に
て
存
す
る
物
財

U

貨
幣
倒

伯
、
並
に
戒
人
に
嵐
ず
る
其
他
白
描
利
白
貨
幣
憤
値
か
ら
員
債
簡
を
引
去
っ
た
も
の
と
鵠
す
耐

(
陸
士
)
号
ル
位
、
財
月
柑
に
於
て
則
庄
は
貨
僻
に
て
計
非
き
れ
た
向
精
項
目
白
合
計
で
あ
っ
て
、
軍
一
な
る

ιに
て
去
は
さ
れ
た
も
の
と
し
て
現

E、
再
見
上

4
7徹
底
し
た
明
瞭

2
d
nで
あ
る
。
則
庄
は
遮
に
統
一
あ
る
基
金
、
財
目
地
と
し
て
視
は
れ
、
或
人
の
尉
庄
を
阜
一
な
る
厳

に
て
去
は
さ
ん
と
す
る
由
だ
企
い
ふ
て
居
る
。

(
駐
八
)

，
，
イ
ス
チ
ン
グ
は
、
凡
べ
て
の
刊
類
の
物
に
踏
川
す
べ
奇
一
般
的
測
定
掠
曲
中
世
、
制
調
交
易
的
支
掴
申
み
が
供
す
る
。
同
絹
鞠
の
周
知
な

る
倒
格
成
形
よ
り
し
て
、
直
接
に
、
時
慨
が
得

ιる
も
唯
だ
此
基
礎
白
土
に
の
み
主
主
る
許
備
が
行
は
れ
得
る
と
い
ふ
叫

第
二
段

無
牧
往
財
産
の
能
力

上
記
に
依
れ
ば
問
題
正
な
る
普
通
の
財
産
税
の
本
旨
か
ら
す
れ
ば
無
牧
盆
財
産
に
ゐ
っ
て
も
、

無
形
牧
盆
潜
在

牧
盆
が
あ
っ
て
其
を
課
税
す
る
こ
ご
に
な
る
正
い
ふ
ぺ
き
で
、

主
(
が
財
産
価
問
格
に
現
は
れ
葉
財
産
債
格
が
一
の
能

カ
を
一
市
す
ご
い
ひ
得
る
ニ
吉
、
な
る
の

rが
、
果
し
て
然
る
か
、
進
ん
で
其
の
示
す
所
の
能
力
を
吟
味
し
て
見
る

で
ゐ
ら
う
。

論

叢

無
肱
益
財
産
の
課
税

第
一
一
十
一
曹

(
第
=
一
概

E 

四
:JL 
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諭

議

舗
牧
茜
財
産
白
謀
秘

第
二
十
一
巻

(
第
三
腕

豆

五
O 

一
無
牧
盆
尉
産
債
務
に
現
は
る
、
総
力
の
本
館
|
|

川
牧
盆
財
産
た
り
得
る
物
が
偶
々
無
牧
盆
財
産
芭
な
る
場
合
(
註
九
)

け
不
利
用
版
践
に
放
置
吉
れ
た
る
場
合
|
|
例
之
、
土
地
家
屋
金
銭
の
如
き
は
之
を
持
主
自
ら
或
産
業
に
使

用
し
て
枚
盆
を
生
喧
し
む
る
ニ
ご
が
出
来
、
又
は
他
人
に
貸
付
し
使
用
せ
し
め
て
牧
盆
を
幕
「
る
こ
ご
が
出
来

る
。
ど
か
ら
此
等
は
む
し
ろ
本
来
、
牧
盆
財
産
古
な
り
得
べ
き
も
の
で
ゐ
る
。
然
る
に
持
主
が
之
を
牧
盆
財
産
ぜ

し
て
利
用
せ
ず
、
共
催
に
放
置
し
、
又
は
金
銭
な
れ
ば
之
を
貯
減
し
て
居
る
芭
す
れ
ば
、
此
に
無
形
牧
盆
ゐ
h
E

はい
1

ひ
難
レ
o

り
れ
ど
も
其
場
合
、
持
主
仁
怠
慢
が
あ
る
o

牧
盆
を
皐
げ
得
る
も
の
を
牧
盆
の
事
げ
ら
晶
、
ゃ
う

に
利
用
せ
守
し
て
無
牧
盆
正
な
っ
て
も
、
可
能
的
な
る
牧
盆
に
肱
じ
た
負
捨
ピ
け
は
矯
苫
な
〈
て
な
ら
泊
ニ
ご
も

亦
巳
h
u
e
T
得
品
。
課
税
上
に
は
此
の
如
き
も
の
を
普
通
、
出
荷
怨
し
な
い
。
此
ゆ
如
き
も
の
に
も
牧
盆
財
産
同
様
に

課
恥
叫
さ
る
、
ご
き
仁
、
持
主
を

L
て
牧
盆
的
に
利
用
せ
し
む
る
の
注
意
を
促
す
ニ
正
に
な
る
。
尤
も
牧
盆
財
産
が

不
利
用
航
態
に
置
か
る
、
古
い
ふ
こ
芭
が
持
主
の
怠
慢
か
ら
で
な
〈
、
経
機
回
押
の
不
況
、
枇
曾
的
軍
識
の
如
き
も

の
、
結
果
正
し
て
生
中
る
ニ
さ
は
あ
る
が
、
此
の
如
き
可
能
性
あ
る
物
は
自
ら
、
卒
生
か
ら
し
て
も
少
〈
ご
も
北
一

れ
ガ
付
仁
就
い
1

て
は
(
仙
の
聞
係
は
別
ピ

L
)制
令
仁
低
〈
許
腐
せ
ら
れ
て
其
れ
に
て
埋
合
せ
が
つ
い
て
居
る
の
み

明朝関鴨脚棟計酌

な

ι子
、
賓
際
現
に
共
炉
ら
し
て
無
牧
盆
ご
な
っ
た
場
ゆ
に
は
、
其
問
、
財
産
が
特
に
一
層
低
〈
評
伺
せ
ら
れ

て
、
自
動
的
に
宥
忽
せ
ら
れ
、
他
方
、
所
得
税
に
於
て
一
層
多
〈
負
地
聞
の
減
免
が
行
は
れ
る
こ
正
、
な
る
。

内側別



恥ホ

、，

タ
ヲ
イ

νウ
Z

ヒ
タ
ー
は
、
財
産
量
、
直
接
ん
的
憧
用
に
役
合
引
っ
物
と
、
肱
盆
に
役
立
つ
物
と
に
分
つ
が
い
刊
此
は
持
主
白
用
践
に
よ
り

τ

第
一
種
か
ら
第
二
種
へ
艶
り
得
る

L
、
第
二
種
か
ら
第
一
種
へ
も
挺
り
得
る
四
み
な
ら
ず
、

(
昆
九
}

一
物
が
持
主
か
ら
し
て
は
第
二
種
で
あ
っ
て
借
手
酌

ら
し
て
は
第
一
種
と
い
ふ
と
と
も
生

f
る
o

頁
ら
に
或
物
が
第
一
種
第
二
種
白
何
れ
に
も
屈
し
な
い
己
と
も
あ
り
得
る
。
だ
か
ら
此
分
銅
を
探
ら

闘
が
島
ぃ
。
牧
描
財
産
と
無
牧
盆
財
産
と
自
分
割
白
方
針
簡
明
で
あ
る
。
其
肱
盆
と
は
釦
論
、
有
形
杭
盆
で
あ
る
。

hm
持
主
自
身
の
享
山
県
用
に
供
し
た
る
場
合
|

l
例
之
、
土
地
家
屋
の
如
き
牧
盆
財
産
た
ち
得
る
も
の
を
持
主

自
ら
の
享
楽
に
充
て
た
場
合
に
は
彼
に

E
b
て
無
牧
盆
で
あ
る
。
併
し
共
無
牧
盆
ビ
レ
ふ
の
は
有
形
的
に
見
た
い

け
で
ゐ
つ

τ、
無
形
の
牧
盆
は
ゐ
る
・
其
を
貸
し
た
な
ら
ば
生

ι得
ぺ
き
ザ
い
り
の
牧
待
合
無
形
に
は
悲
げ
て
居

る
。
其
外
に
償
値
上
勝
可
能
に
よ
る
見
込
牧
盆
も
暴
げ
つ
、
あ
る
。
彼
は
此
が
牧
盆
財
産
Z
さ
れ
た
ご
き
吉
岡
じ

に
り
の
股
盆
を
有
っ
。
尤
も
彼
は
此
物
自
ら
か
ら

Lτ
は
有
形
の
牧
盆
を
奉
げ
ぬ
か
ら
、
共
か
ら
し
て
枕
を
沸
ひ

得
m
H
'
け
れ
ど
も
、
恐
ら
〈
通
例
、
伎
は
別
仁
相
蛍
の
所
得
を
有
っ
。
其
所
得
か
ら
枕
が
搬
は
る
、
。
建
励
得
か
ら

梯
ひ
得
る
度
に
於
て
卒
業
財
産
の
大
き
を
定
む
る
の
が
合
理
的
経
済
法
で
あ
る
o
彼
の
別
に
有
つ
有
形
所
得
額
正

此
享
楽
財
産
並
に
其
他
の
享
幾
財
産
の
使
用
料
相
官
額
ピ
の
合
計
百
、
此
享
楽
財
産
の
使
用
料
相
賞
額
ピ
の
間
に

相
官
の
均
衡
を
得
る
こ
ご
が
望
ま
し
〈
、
若
も
人
が
此
均
衡
を
忘
れ
て
、
過
大
に
此
の
如
き
享
山
梨
財
産
を
享
受
L

た
ご
す
れ
ば
、
共
は
彼
の
怠
慢
不
注
意
で
あ
b
、
立
(
の
鎗
め
此
に
謀
せ
ら
る
、
税
の
負
備
に
堪
へ
曲
、
E

V
ふ

τも

宥
恕
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
V

O

然
る
ぜ
き
は
彼
は
過
重
ピ
見
る
ピ
け
の
も
の
を
他
に
牧
盆
的
に
利
用
す
る
こ
正
を

議

論

無
牧
盆
財
産
自
謀
積

第
二
十
一
審

(
第
三
燐

五
三
)

三
五
一

Kleinwachter. a. a. O. 5. 197・
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論

議

= 
五

無
収
盆
財
産
四
課
枯

第
二
十
一
巻

露

掠

五
回
)

計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

要
す
る
に
牧
徒
財
産
た
b
得
る
も
偶
々
一
無
牧
盆
な
る
財
産
に
て
は
、
其
よ
ち
生
じ
又
は
生
十
ペ
ミ
d

牧
盆
を
基
本

Z
L、
其
外
に
確
賞
皮
や
債
格
上
勝
見
込
な
♂
を
も
併
せ
綜
合
し
て
現
は
れ
た
る
則
滞
債
絡
に
て
有
形
牧
盆
以
外

の
諸
の
一
冗
素
も
が
現
は
れ
て
一
一
府
公
平
な
る
能
力
課
税
が
出
来
る
こ
芭
仁
な
る
。
若
も
之
に
つ
き
布
形
牧
徒
花
け

を
見
℃
能
力
を
定
む
る
な

ιば
、
此
等
の
諸
の
カ
の
元
素
が
逃
が
古
る
、
ぜ
」
い
ふ
ニ
ピ
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

dヨ。
n無
牧
篠
財
産
(
家
具
者
修
口
開
美
術
品
等
)
|
|
前
記
、
牧
盆
財
産
ピ
な
・
9
得
る
物
に
歪
つ
て
は
其
が
偶
々
無
牧

盆
紋
態
に
泣
か
れ
て
も
之
に
課
税
さ
る
、
の
は
、
課
税
上
に
は
常
然
ご
せ
ら
れ
る
。
け
れ
H

と
も
物
の
性
質
上
、
牧

盆
を
生
じ
な
い
物
仁
枕
を
訴
す
る
に
歪
つ
て
は
多
少
疑
が
趨
ら
な
げ
れ
ば
な
ら

ω。
併
し
進
ん
で
考
ふ
れ
ば
、

い
此
に
も
相
常
な
る
無
形
股
盆
ゐ
b

Z
い
ム
事
ー
ー
を
断
言
し
得
る
。
之
合
使
ひ
之
を
持
も
之
を
幾
む
ニ
さ

の
牧
盆
が
あ
る
。
之
を
持
た
な
か
っ
た
ご
す
れ
ば
得
ら
れ
な
い
或
も
の
が
、
之
を
持
つ
が
匁
め
に
得
ら
れ
る
o
其

が
此
財
産
の
調
格
に
現
は
る
、
。
共
無
形
の
低
打
は
株
の
配
嘗
や
預
金
の
利
子
百
同
等
で
あ
る
o

此
等
の
配
嘗
利

子
は
金
に
現
は
れ
有
形
牧
盆
己
な
っ
て
直
ち
に
捕
捉
せ
ら
れ
る
が
、
其
が
株
主
預
主
に

E
h
て
見
る
ご
き
に
は
金

自
健
よ
b
は
、
む
し
ろ
彼
に
必
要
な
る
人
生
一
の
享
楽
日
聞
に
代
っ
て
初
め
て
彼
の
錫
め
に
な
る
。
配
蛍
や
利
子
は
閥

援
に
持
主
の
待
め
に
な
る
の
に
、
享
梨
財
産
の
利
用
伎
は
共
催
、
持
主
の
縛
め
に
な
る
ご
い
ふ
差
が
あ
る
に
け
で

ー一助副酔ー

明抑制帽咽酬明爾靭順鵬醐醐験ゆか



ιd 

あ
る
。
株
の
圃
慣
は
其
臨
嘗
か
ら
還
元
さ
れ
評
定
せ
ら
れ
る
ご
同
様
に
、
享
楽
財
産
の
債
格
は
金
〈
共
の
無
形
の
利

用
値
の
還
元
3
れ
た
も
の
で
、
此
二
の
も
の
、
卸
も
有
形
牧
盆
を
生
十
る
財
産
正
無
形
牧
盆
を
生
十
る
財
庫
芭

11 、

一
様
な
る
叉
は
同
質
な
る
貨
幣
償
値
に
現
は
さ
れ
て
釣
合
が
取
れ
る
ニ
正
に
な
る
。
そ
し
て
人
が
自
由
に
各

積
の
物
を
選
揮
し
て
持
ち
得
る
自
由
交
通
の
許
さ
れ
た
刑
曾
に
て
有
形
牧
益
財
産
に
も
無
形
枚
往
財
産
に
も
脅
し

〈
百
園
の
舗
を
つ
り
た
ご
す
れ
ば
、
此
二
の
も
の
が
謝
等
ョ
と
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
段
仁
同
等
吉
見
.
ら
れ
た
ご
す

れ
ば
課
税
仁
て
も
一
方
の
み
を
課
し
て
他
方
宇
顧
み
が
る
が
如
き
-
』
芭
が
め
っ
て
は
な
ら
な
い
(
詰
一
O
)
。
加
之
。

此
純
…
牧
盆
財
産
に
は
牧
盆
財
産
正
異
b
、
自
ら
の
牧
盆
共
も
の
に
て
納
税
し
難
き
の
不
仰
が
あ
る
ご
す
れ
ば
、
其

-
不
利
も
亦
た
自
ら
之
が
岡
田
絡
に
現
は
れ
て
牧
議
財
産
ご
の
聞
に
鈎
A
R
M
取
れ
る
こ

Z
に
も
な
る
o
叉
加
川
一
枚
盆
財
産

の
大
吉
、
共
ご
牧
盆
財
産
ご
の
倒
合
は
、
各
人
の
事
情
に
よ
り
多
様
で
、
成
人
が
割
合
に
過
大
な
無
牧
盆
財
産
を

有
っ
て
困
る
ご
い
ふ
ニ
己
は
生

ι得
る
が
富
一
一
)
・
併
し
其
は
彼
等
が
任
意
に
選
ん
ど
も
の
で
あ
b
、
困
ま
る
ご

あ
ら
ば
出
家
る
・
た
け
の
節
用
を
行
ふ
た
ら
良
い
。
そ
し
て
共
無
形
牧
盆
財
産
を
有
つ
以
上
は
兎
に
角
某
か
ら
或
牧

盆
を
生
じ
っ
、
あ
る
の
に
か

ι、
之
を
閑
却
不
問
仁
附
す
る
こ
ど
は
由
来
ぬ
。
或
は
無
牧
盆
財
産
の
示
す
能
力
は

現
在
の
能
力
で
な
〈
て
過
去
の
を
一
不
す
ご
も
い
ふ
が
(
詑
-
二
)
、
賓
際
は
さ
う
で
な
い
o

杢
〈
某
は
現
に
生
じ
っ
、

あ
る
所
の
現
在
の
カ
を
見
て
居
る
の
で
ゐ
品
。
或
は
此
場
合
の
課
税
は
使
用
税
、
消
費
税
に
外
な
ら
凶
ご
も
い
ふ

が
{
註
二
ユ
)
、
む
し
ろ
さ
ヲ
見
守
仁
、

一
の
無
形
所
得
に
劃
す
る
特
別
な
る
所
得
課
税
ピ
見
た
が
良
い
(
註
一
四
百

論

議

判
牧
盆
財
産
自
認
枕

〔
第
三
鵠

第
=
十
一
審

五
五
)

三
五
=
一

，-
" 
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l 、

論

叢

三
五
回

知
収
益
尉
産
白
謀
説

第
二
十
一
容

(
第
三
韓

E
穴
)

私

は

さ

う

見

た

方

が

財

産

税

の

意

義

が

明

か

に

な

る

ご

恩

ふ

。

向

は

美

術

品

な

ど

に

は

之

が

享

築

上

の

位

打

の

外

に

、

値

上

b
の

見

込

牧

盆

も

あ

る

こ

芭

勿

論

で

・

何

れ

に

し

て

も

此

等

の

物

に

有

形

牧

盆

は

な

い

が

、

全

C
の

無

牧

盆

で

は

な

〈

、

有

収

盆

で

あ

る

。

此

に

有

形

の

牧

盆

が

な

い

炉

ら

ご

い

ふ

τ不
謀

校

正

し

て

は

脱

税

の

勉

め

に

之

を

持

つ

者

を

多

〈

す

る

。

之

を

も

課

す

る

ご

き

に

此

遮

脆

を

防

向

、

ニ

t
に

な

h
人
註
一
豆
、
且
つ
人
を
し
て
之
を

適

度

に

持

つ

に

止

め

し

め

て

経

済

上

生

産

上

に

も

有

盆

Z
な
る
(
註
一
六
)
。

(匙

-
O
)

ホ
シ
メ
ル
ス
ハ
イ
ム
は
、
美
術
品
等
由
草
曜
は
原
則
上
に
は
所
得
と
同
隼
で
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
財
産
部
よ
り
し
て
の
享
輔
が
、
直
接

に
使
用
に
よ
り
て
生

f
る
か
、
共
の
生
ず
る
所
得
白
情
費
に
よ
リ
て
生
ず
る
か
は
、
給
付
能
力
忙
と
り
て
随
ふ
て
謀
輸
に
と
り
て
同
一
で
あ
る
か

ら
と
い
ふ
て
厨
る
が
、
其
掴
切
で
あ
る
。
ァ

r
4
ス
が
、
家
庭
的
投
費
{
家
屋
を
自
己
川
に
供
す
る
が
却
告
)
と
商
業
的
投
賓
と
を
臨
別
し
て
、
後

者
の
み
を
鵠
紐
す
る
と
す
れ
ば
、
不
公
平
副
起
る
と
錦
す
白
も
同
一
趣
旨
で
あ
り
、
前
I
P
A
-
F
、
財
産
杭
白
養
成
者
目
、
所
得
揖
に
於
け
る

ゎ

一
定
財
産
(
槍
歯
、
告
側
石
、
美
術
品
帯
)
白
長
発
量
不
都
合
と
錦
す
と
い
ふ
の
も
同
趣
旨
て
あ
る
叫

ヲ
イ
ス
テ
ン
グ
は
、
使
川
財
産
の
所
右
白
書
砂
は
、
持
主
由
一
世
令
的
地
位
、
人
的
融
制
臣
、
健
成
、
便
宜
、
晴
好
帯
、
並
に
帯
椅
伺
然
事

{
肱
-
-
}

の
相
越
に
よ
り
て
生
ず
る
。
執
る
に
此
使
用
財
産
自
所
有
由
多
少
か
ら
租
枕
力
白
大
小
を
定
品
、
共
に
よ
り
て
川
町
産
税
を
成
形
す
る
は
理
解
す
る

ま
得
向
。
使
用
財
産
は
全
く
不
誼
官
な
梯
串
と
し
て
除
去
し
た
け
れ
ば
な
ら
由
。
什
骨
組
閣
は
租
税
力
に
封
L
長
{
何
毎
回
刷
係
正
立
た
な
い
。
食

乏
生
活
を
錯
す
人
が
富
裕
時
よ
り

X
は
湘
績
か
ら
鼎
た
耐
の
大
な
使
用
刷
産
を
有
司
J
b
に
、
日
前
者
出
金
〈
僅
小
な
る
使
用
周
産
を
有
ワ
ζ

去
を
想

像
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
て
居
る
刷

(
陸
士
一
}

(駐-==

S
F
 

フ
オ
ツ
チ
は
、
使
用
財
産
は
以
前
白
拾
付
能
力
。
表
示
で
あ
っ
て
、
羽
車

ω
其
の
表
示
で
は
な
い
・
と
い
ふ
叫

タ
ラ
イ
シ
ウ
エ
ヒ
タ
ー
は
、
輸
が
牧
益
副
産
に
認
せ
ら
札
其
J
F
輯
晶
で
財
庫
牧
盆
の
一
部
の
み
を
叫
求
す
る
な
ら
ば
、
其
は
牧
盆
枯
に

併
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
、
其
日
或
は
蝉
式
上
に
も
耽
盆
鞍
と
な
る
か
、
財
産
紐
白
用
量
採
る
こ
と
も
あ
ら
う
ロ
揖
が
牧
骨
躍
を
血
ザ
古
る
使
用
財
産

Hommelsheim， Die Erbschaf1sぺbgabe.S. 18. Adams. Sci ence of fi n:m. 
ce. p. 37.ア Beaulieu.Tra.it占 deJa scIence des finances. 5 ed. 1. P田 214・
Fuisling， a. a. Q. S. 90. 
V町 ke，Fw. S. ;u8. 
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議

論

輔
牝
益
財
産
山
諒
桔

第
二
十
一
巻

(
第
三
強

五
入
)

五
六

結
果
で
ゐ
る
。
之
を
特
に
保
護
す
る
に
及
ば
泊
。
だ
か
ら
此
無
牧
盆
財
産
の
大
き
は
や
が
て
其
持
主
の
会
櫨
の
所

得
の
大
き
ご
鈎
A

伎
の
取
れ
た
も
り
ご
し
て
一
本
さ
れ
(
註
一
七
)
、
無
枚
盆
財
産
の
一
定
限
以
上
に

τ大
き
な
も
の
を
持

τば
脊
修
賛
滞
日
e
h

ピ
も
い
ひ
得
刀
、
〈
、
立
(
か
ら
し
て
相
官
に
大
な
所
得
を
有
つ
ご
推
定
せ
ら
れ
課
税
せ
ら
れ
て
も

巳
む
を
得
ぬ
(
詰
一
八
)
。
で
無
牧
盆
財
産
が
過
度
で
あ
れ
叫
ば
之
が
税
が
指
ひ
得
m
H

こ
芭
は
な
f
、
又
此
枕

ω
出
来
る

古
き
に
、
各
人
は
相
官
に
注
意
を
揚
っ
て
櫓
ひ
得
る
に
け
之
を
持
つ
に
止
め
る
こ
吉
、
も
な
る
。
斯
〈
て
無
牧
盆

財
串
聞
の
財
産
税
は
碇
接
に
は
其
も
つ
所
の
無
形
牧
益
見
込
牧
盆
な
Y
」
に
廊
宇
る
が
、
間
接
に
は
大
輝
に
於
て
共
持

-唱

主
の
も
つ
有
形
牧
盆
に
曲
山
千
る
ニ
正
、
な
る
。
唯
ピ
後
者

ω聞
係
は
精
密
金
繰
(
。
車
に
大
憾
で
ゐ
る
o
合
理
的

経
済
全
仮
定
す
れ
ば
相
官
均
衡
め
る
も
の
ご
な
る
が
、
不
合
理
経
済
に
ご
不
均
衡
ぜ
な
b
得
る
。
だ
か
ら
L
て
財

産
課
税
、
特
に
無
牧
袋
則
産
に
ま
で
も
課
す
る
も
の
は
、
所
得
税
の
や
う
に
中
心
稔
ご
は
な
れ
な
い
。
車
に
補
完

的
に
聴
い
皮
の
も
の
に
て
止
め
る
の
が
穏
嘗
ご
い
ふ
こ
ご
に
な
る
。

(駐

--f)

グ
晶
ン
セ
ン
は
、
此
積
財
陀
は
、
明
自
身
貨
幣
所
得
量
生
じ
な
い
が
、
助
租
助
査
を
有
っ
と
と
が
宮
を
有
つ
乙
と
を
示

L
、
随
ふ
f
L
茸

M
 

抑
能
力
を
示
す
も
山
と
な
る
と
い
ふ
て
居
る
。

(陸
-
-
A
)

ク
ラ
イ
ン
ウ
エ
ヒ
タ
i
は
、
財
産
税
が
消
費
(
者
静
)
稀
で
あ
る
だ
け
で
は
、
血
副
所
得
に
置
か
れ
た
軸
と
且
ち
る
誌
を
得
と
鵠
す
凶

に
無
装
財
産
の
能
力
に
鈴
子
る
課
税
上
の
叫
酌
及
品
骨
量

l
無
牧
袋
財
産
に
も
能
力
が

b
h
、
随
ふ
て
此
に
劃

し
て
財
産
課
枕
を
混
す
の
が
至
嘗
ゼ
ご
い
ム
噂
』
ご
は
上
記
に
て
明
か
ご
な
っ
た
が
、
備
で
併
し
之
は
課
税
す
る
に

Jen田 n，1. c. p. 279. 
Kleinwachter. a. a. O. S. 202. 
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就
い
て
は
別
に
掛
酌
l
考
量
し
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。

A

一
般
無
牧
盆
財
産
に
於
て

い
能
力
原
則
上
の
掛
酌
|
|
上
記
の
如
く
無
牧
盆
財
産
の
能
力
は
間
接
に
は
有
形
牧
盆
を
表
は
す
が
、
直
接

に
は
無
形
の
牧
袋
の
大
吉
を
示
¥
此
無
形
股
盆
自
値
、
何
等
、
納
税
す
べ
き
賞
健
で
は
な
U
o
勤
勢
股
盆
又
は

動
勢
所
得
は
有
形
の
其
ご
し
て
納
税
す
イ
ミ
』
質
鰻
を
庭
按
に
仲
ふ
。
前
者
に
て
は
納
税
は
間
々
困
難
で
あ
る
が
、

後
者
で
は
楽
で
あ
る
。
無
形
牧
袋
の
場
合
に
も
共
が
財
産
牧
盆
だ
か
ら
正
い
ふ
て
、
勤
勢
牧
盆
、
有
形
牧
盆
の
存

t
る
勤
労
牧
袋
よ
与
も
特
に
給
付
能
力
大
也
ご
し
て
重
剖
附
す
る
の
は
世
闘
を
得
ぬ
。
財
産
よ
り
生
中
る
布
形
牧
盆
は

勤
雌
労
牧
盆
よ
り
も
一
屠
大
な
能
力
セ
有
つ
ご
い
へ
る
が
、
財
産
よ
句
生
十
る
無
形
牧
盆
が
勤
勢
股
盆
よ
b
も
一
一
層

別

大
能
力
を
も
っ

Z
は
い
ひ
粂
ね
る
。
夫
の
資
産
重
課
ご
い
ふ
こ
芭
は
特
仁
有
形
牧
盆
を
生
や
る
財
産
に
つ
い
て
は

賞
る
が
、
無
形
牧
盆
の
に
は
常
ら
両
(
諒
一
九
)
。
加
刑
、
牧
盆
財
産
は
有
形
股
盆
た
る
勤
労
牧
盆
よ
り
も
制
合
仁
報
課
す

る
の
が
至
鴬
Z
い
は
な
げ
れ
ば
な
ら
泊
。
さ
り
ご
て
無
牧
篠
財
産
も
其
物
自
健
に
て
之
を
資
却
し
又
は
摺
保

t
す

る
こ
ご
に
て
換
貸
し
得
る
も
の
だ
炉
ら
し
て
、
無
飽
カ
ご
錯
し
無
枕
ご
し
て
は
な
ら
泊
(
堅

5)O
然
ら
ば
此
等
同
時

ち
た
る
物
館
の
聞
に
如
何
な
る
施
カ
上
の
差
等
を
附
す
る
か

Z
い
ふ
正
、
其
は
精
密
に
は
定
め
得
る
性
質
の
も
の

で
は
な
い
安
三
)
。
が
併
し
無
牧
盆
財
産
は
所
詮
、
所
得
税
は
か
、
ら
争
、
そ
し
て
其
よ
ち
も
割
合
に
輔
率
な
る

補
完
的
の
財
産
税
の
み
が
?
り
、
糊
陪
究
所
得
に
は
財
産
税
が
か
、
ら
宇
し
て
、
割
合
に
重
き
所
得
税
が
か
、

h
、

(
第
三
都

第
二
十
】
巻

五
九
)

三
五
七

論

議

無
肱
盆
財
庫
由
課
税

恥ヂ叩

捌着、租積研究、三轡 76.以下、

吊川刷物司被榊鍬Jゆ鯛糊楠醐糊開制対欄糊柄酬明脚ぶ'，'-""fこ
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(
第
三
韓

対

O
)

叢

第
二
十
一
巻

無
牧
益
財
産
自
課
枕

三
五
人

論

有
形
牧
盆
財
産
に
は
所
得
税
財
産
税
の
併
謀
己
な
る
か
ら
、
丁
度
共
れ
で
大
慢
に
於
て
鈎
合
あ
る
負
携
が
行
は
れ

τ居
る
ご
鬼
る
こ
ご
が
出
来
る
。

U
 

ロ
ヅ
少
は
、
有
恭
所
得
の
鵡
揖
に
ワ
ド
て
は
、
合
開
的
に
は
収
益
財
産
に
限
定
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
て
掛
る
。

モ
ル
仕
、
雄
々
増
ん

E
a却
す
べ
か
ら
ざ
る
使
用
財
産
自
貧
し
毒
物
持
の
物
的
倒
値
は
、
農
工
業
由
回
定
及
謹
明
資
本
と
い
ふ
収
益
を

生
ず
る
物
的
価
値
よ
リ
も
一
層
小
い
給
什
能
力
を
営
陣
わ
る
が
、
前
者
も
所
有
者
に
取
っ
て
金
〈
内
無
一
物
よ
り
は
一
層
良
き
も
の
だ
と
い
ふ
加

ス
ト
ル
ツ
ツ
は
、
尉
産
税
に

τ其
客
観
的
租
揖
義
務
に
う
き
、
原
則
上
所
得
狐
主
し
て
役
立
た

F
る
財
庄
物
盤
、
卸
ち
家
具
、
且
共
他
?
紐
瞥

財
産
に
嵐
せ
ぎ
る

X
H
土
地
附
届
物
量
成
さ
V

る
動
的
布
植
物
、
所
作
枕
を
先
ぜ

ιれ
た
る
一
市
融
料
、
賠
償
金
白
岨
京
描
出
兎
ザ
ら
れ
る
ζ

と
が

有
器
所
得
重
謀
白
目
的
に
埴
う
と
い
ふ
吋
仰

E
も
、
新
〈
し
て
此
倖
の
噛
に
所
持
守
、
尉
崖
稚
も
川
畑
一
砧
と
す
る
山
は
過
ぎ
て
居
る
。

(
睦
エ
-
)
毛
ル
吐
、
此
問
題
は
監
宇
的
合
瑚
的
自
解
仇
を
許
さ
ず
、
此

ι統
一
的
貨
幣
倒
値
表
示
が
噛
、
比
判
的
諸
君
的
強
制
的
概
括
に
止
ま

り
、
壮
語
尉
鹿
島

L

無
収
益
財
産
と
は
或
度
ま
で
測
定
す
べ
か
ら
ず
比
按
す
べ
か
ら

f
る
も
の
だ
と
い
ふ
て
居
る
醐

)
 

ろ
経
済
政
策
上
の
考
慮

l
|無
牧
盆
財
産
は
経
済
政
策
上
か
ら
い
へ
ば
出
来
る
だ
け
少
き
こ
ぜ
の
強
ま
し
き

(
 

所
以
の
も
の
が
め
る
(
註
二
二
百
随
ふ

τ之
を
縮
少
す
る
潟
め
に
牧
盆
財
産
よ
h
も
一
層
重
践
す
る
芭
い
ふ
の
も
一

の
方
法
で
あ
る
(
註
ニ
一
三
。
時
の
事
情
に
よ

h
て
は
其
が
選
h
U

ぺ
し
正
せ
ら
れ
る
け
れ

E
も
(
警
百
円
)
、
今
日
普
通
に

(
陸
一
丸
山

(
陸
ニ
O
)

は
経
済
政
策
上
の
考
慮
よ
り
も
、
能
力
原
則
上
の
考
量
が
一
屠
重
き
を
成
す
ぺ
〈
、
随
ふ
て
無
牧
盆
財
産
重
課
に

は
大
健
賛
成
由
来
難

ν
。

(
陸
二
三

テ
ア
ハ
ル
レ
は
、
各
松
田
国
民
組
済
へ
白
影
響
が
組
本
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
書
本
棋
費
出
品
不
良
な
る
方
法
に
て
行
は
る
h
h畠

に
は
資
本
成
形
は
な
い
。
者
静
品
商
人
が
大
に
儲
け
る
と
也
容
に
、
彼
等
に
と
り
て
私
経
済
的
安
本
成
形
は
あ
る
。
併
し
闘
民
額
商
上
に
は
さ
う
で

Lotz. ~_ a. O. S. 456 

Moll， a. a. o. S. J02-3 
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な
い
r
e
園
周
紐
情
的
利
用
は
生
産
的
目
的
。
鑓
め
に
貯
蓄
さ
れ
た
る
所
得
部
の
投
下
よ
り
し
て
の
み
生
ず
と
属
品
九
日

(
量
二
三
)
プ
ア
ウ
は
、
生
内
政
策
的
租
揖
政
策
目
要
求
と
し
て
、
草
集
且
使
用
財
産
量
課
を
唱
ふ
@
彼
は
之
に
基
告
、
財
産
及
所
得
粧
白
鶴
釆
中

に
て
三
段
階
聖
定
め
る
。
最
下
級
は
一
般
所
得
粒
(
主
主
し
て
勢
働
軟
舟
を
捕
艇
す
る
)
が
之
を
形
成
L
、
中
組
は
牧
誼
財
産
自
財
産
禍
と
し
て
現

沼

は
れ
、
最
上
組
を
亭
措
財
産
が
負
挽
タ
る
こ
と
-
A

な
る
べ
き
正
と
い
ふ
。

毛
ン
パ
ー
ト
は
、
樹
迎
闘
民
曲
全
岨
置
の
地
位
(
A
，H
の
)
白
泊
め
に
、
凡
べ
て
の
主
面
に
、
圃
民
醐
揖
M
給
甘
随
カ
白
楠
却
を
努
む
べ
き

鹿
に
於
て
、
組
憐
生
活
白
話
行
に
於
け
る
祖
枕
政
策
上
回
考
慮
が
以
前
よ
り
も
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
品

{
註
ニ
岡
)

は
課
税
技
術
上
及
財
政
牧
入
上
の
掛
酌
l

|
課
税
技
術
上
に
は
1
無
欣
盆
財
産
の
遮
股
が
牧
鐘
財
産
に
於
け

る
よ
・
り
も
一
層
大
い
か
ら
(
拙
二
五
て
前
者
を
後
者
よ
h
も
一
層
峰
〈
課
税
し
て
、
越
胞
を
少
か
ら
し
め
る
や
う
に

し
て
は
何
う
か
芭
も
考
へ
ら
る
、
が
、
併
し
前
に
い
に
い
ふ
た
能
力
原
則
上
蛍
然
に
抑
制
牧
盆
財
産
を
極
諌
す
べ
き

も
の
、
外
、
趨
脱
が
此
に
多
い
か
ら
ぜ
い
ふ
理
由
で
之
を
軽
認
す
る
の
は
過
ぎ
て
居
る
。
叉
秘
課
し
た
か
ら
ご
い

ふ
て
必
や
し
も
遁
枕
を
喰
止
め
る
こ
芭
は
六
っ
か
し
い
。
叉
此
越
脱
が
多
い
ご
い
ふ
理
由
は
、
其
れ
だ
け
反
封
に

無
牧
錨
財
産
の
税
率
を
重
〈
す
る
の
が
能
力
原
則
上
至
賞
だ
ご
い
ふ
こ

Z
に
色
な
b
得
る
o

叉
遁
脱
易
は
無
牧
盆

財
産
に
限
ら
宇
牧
盆
財
産
中
に
も
あ
る
(
詰
ニ

5
0
其
ま
で
も
此
が
矯
め
に
栂
課
す
る
こ
ご
は
出
来
ま
い
。
的
或
は

準
ん
で
無
股
盆
財
産
に
は
池
山
叫
が
大
〈
、
之
を
凡
ぺ

τ抑
へ
ゃ
う
ご
す
れ
ば
煩
累
を
多
〈
し
、
家
庭
侵
入
の
弊
に

色
陥

b
g二
七
)
、
且
つ
此
積
の
も
の
に
て
兎
税
結
以
上
の
ご
い
へ
は
額
も
友
ま
で
多
〈
な
い
か
ら
(
註
ご

λτ

の
こ
正
之
を
無
税
に
し
ゃ
う
か
ご
の
考
も
出
る
(
註
二
九
三
け
れ

Y
L、
其
は
能
力
原
則
か
ら
し
て
見
る
ご
不
嘗
で

議

論

舗
牧
盆
財
産
自
鵡
掛

部
ユ
十
一
巻

第

観

ノ、

) 

= 
五
ブL

屠
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論

襲

無
牧
薩
財
産
自
謀
殺

第
二
十
一
番

(
第
三
雄

大

) 

大

O 

あ
り
、
此
等
の
事
情
め
る
に
拘
ら
十
課
税
す
る
こ
正
、
す
べ
き
で
あ
る
。

(
健
二
五
)

フ
オ
ツ
ケ
位
、
凡
べ
て
山
桶
銅
山
川
貴
重
品
の
所
省
副
蛇
督
を
逃
れ
る
と
い
ひ
、
シ
エ

7

レ
ー
も
、
動
的
使
用
財
産
を
一
般
財
産
枇
の
捕

捉
に
抽
唱
す
べ
か
ら
ざ
る
も
白
と
し
て
居
る
訓

(佐
-
Z
A
)

セ
9
グ
マ
シ
は
、
隣
〈
動
産
に
誼
股
晶
あ
り
と
縞

L
、
動
産
自
遁
艇
は
暗
ん
『
米
硝
民
地
に
て
周
産
税
由
成
主
の
靭
叫
車
注
意
せ
ら

れ
、
菊
時
に
於
て
或
度
ま
で
民
醐
ど
あ
っ
た
も
白
が
、
近
年
一
府
民
融
と
な
っ
た
と
い
ひ
、
レ
エ
?
レ
ー
も
、

、、

特
に
債
擁
、
貴
首
一
品
、
匙
飾
品
、
衣
服
が
直
接
眼
拾
の
納
か
ら
逃
れ
る
と
い
ふ
て
居
る
尚

一
般
則
庫
枕
に
て
、
動
的
特
盤
、

(
睦
二
七
)

刈
る
。

ク
ラ
イ
ン
ウ
エ
ヒ
グ
ー
は
、
家
具
(
美
術
品
を
合
的
)
白
謀
稔
は
私
的
事
柿
へ
の
拙
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
位
入
と
な
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
て
尉

(
底
二

A
)

タ
ラ
イ
ン
ゆ
エ
ヒ
タ

E
は
、
制
完
税

E
醐
的
使
川
財
障
に
曲
四
げ
る
こ
と
が
大
し
た
成
呆
を
事
「
る
苧
疑
問
と
錯
し
、
ジ
エ
ン
セ
ン
也
、

此
樋

M
庄
内
上
山
税
白
川
部
徴
吹
は
厄
介
多
批
て
あ
る
o

劃
相
最
小
制
兜
除
の
行
は
れ
た
後
に
、
曜
だ
小
舶
の
み
部
枕
さ
れ
、
軸
務
官
に
依
る
時

時
的
制
査
が
納
棺
者
に
と
り
て
厄
介
且
不
健
と
な
る
と
い
ふ
叫

(
睦
二
九
)

ホ
ン
メ
ル
λ
ρ

イ
ム
は
、
此
由
如
き
財
盛
物
値
(
家
具
、
装
飾
品
、
美
術
品
籍
)
「
は
、
財
庫
稀
位
、
賦
融
自
弗
常
な
る
陥
離
の
泊
め
に

輔
張
せ
し
め
ず
&
錯
し
、
現
に
普
闘
の
財
産
祉
に
て
現
金
且
金
奇
家
具
(
装
飾
品
、
結
姐
町

A
其
他
由
貿
重
品
在
込
品
て
)
が
除
外
さ
れ
た
叫

同
日
特
殊
無
牧
盆
財
産
に
於
て

作
一
定
小
額
以
下
の
無
牧
盆
尉
産

|
l此
は
丁
度
、
所
得
税
に
於
り
る
免
税
動
以
下
の
所
得
E
同
様
、
能
力

を
現
は
百
十
ご

L
て
兎
税
し

τ良
い
{
註
=
一
O
)
O

哉
は
之
を
以

τ賞
行
雑
正
す
る
の
設
も
あ
る
り
れ
H

と
も
幸
三
一
」
、

其
ほ
ど
の
事
は
な
か
ら
う
E
思
は
る
、
。

(
健
三
口
)

7

オ
ツ
ケ
は
‘
使
用
又
は
消
費
貯
高
田
物
が
其

ι甚
な
る
生
活
需
製
よ
り
も
一
層
大
て
な
い
と
き
は
、
之
が
所
宥
よ
り
世
せ
ら
る
べ
き
給

、Tocke.a. a. O. S. 229・SchafAe，a. fl. O. S. 330 
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骨
髄
カ
あ
り
と
い
ふ
量
得
ぬ
@
此
が
一
暦
大
な
る
と
奇
は
給
付
能
力
が
問
題
と
な
明
縛
る
と
い

(
陸
冒
ニ
)
ア
イ
ス
チ
シ
グ
は
、
盤
周
財
孟
を
少
(
と
も
一
定
冊
値
限
界
よ
り
主
位
一
定
額
を
超
ゆ
る
淵
慌
を
且
て
課
枕
す
る
理
論
上
回
岨
求
は
、

ω
 

財
産
課
横
山
目
的
に
反
す
る
の
み
な
ら
ず
寅
陳
上
に
も
寅
行
す
べ
か
ら
ざ
る
も
目
だ
&
い
ふ
て
居
る
。

的
日
常
使
用
品
た
る
無
牧
盆
財
産
|
|
は
能
カ
を
示
さ
ぬ
も
の
ご
し
て
特
に
之
を
兎
除
す
ご
の
考
も
あ
る

が
{
註
三
二
)
・
品
山
吉
然
ら

F
る
も
の
ご
の
匹
別
は
間
に
頗
る
困
難
で
あ
る
。
或
は
之
を
経
形
し
て
、
強
制
執
行
を
兎

る
べ
き
物
Z
し
て
出
荷
怨
す
る
も
一
方
法
村
い
が
詮
三
=
一
)
、
此
に

τは
或
皮
ま
で
牧
盆
用
の
財
産
を
も
合
む
こ
吉
、
な

る
。
何
れ
に

L
て
も
限
界
が
稿
々
明
瞭
で
は
な
い
。

毛
ル
に
怯
る
と
、
ロ
λ

ト
ツ
タ
収
て
は
一
五
一
二

O
年
、
日
常
の
食
卓
川
品
目
兎
積
、
饗
宴
周
り
は
諒
税
、
日
常
白
衣
服
は
無
枯
、
休
日

用
服
は
有
税
と
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

(
量
三
ニ
)

モ

V

タ
ナ
ゼ
て
は
温
例
、
拙
債
執
行
か
ら
兜
ぜ
出
る
L

周
産
を
百
分
二
十
と
し
て
評
倒
し
た
。
断
の
如
き
は
家
具
、
手
エ
者
山
泊
具
、
生

存
自
結
晶
必
要
な
る
他
由
財
由
最
小
鹿
の
も
の
で
あ
る
。

(註-一言-)

山
山
普
通
の
使
用
品
た
る
無
牧
盆
財
産
ー
ー
は
多
〈
は
最
小
生
活
資
料
に
属
す
る
し
、
其
を
超
ゆ
る

修
的
意
義
ゐ
る
)
も
の
に
て
も
其
ぽ
捕
捉
す
る
こ
ど
が
煩
累
で
あ

h
、
之
を
侵
し
て
課
税
し
た

Z
L
て
も
高
苫
も

(
多
少
脊

大
〈
な
U
の
に
か
ら
之
を
会
見
ぜ
し
、
唯
に
特
に
美
術
品
貴
重
品
だ
け
は
悩
A
T
捕
捉
難
Z
は
い
へ
、
大
な
る
飽
カ

を
示
す
も
の
で
ゐ
b
、
之
を
兎
じ
て
は
遁
肢
を
助
〈
る
こ
ご
に
も
な
る
か
ら
其
だ
け
を
課
税
し
ゃ
う
己
い
ふ
考
が

あ
h
〔
註
三
回
}
。
併
L
斯
〈

τは
美
術
品
賞
重
品
百
一
然
ら
ゲ
る
も
の
正
の
匝
別
競
正
な
る
。
に
か
ら
し

τ金
額
上
一

宍

) 

占，、

第
二
十
一
巻

(
第
三
親

歯

叢

無
枇
盆
財
産
自
鶴
税
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論

諜

無
肱
盆
財
産
品
謀
掛

第
二
十
一
容

へ
第
三
掛

ハ
四
)

，、

定
段
小
額
を
超
ゆ
る
以
上
、
凡
べ
て
無
牧
盆
財
産
た
課
税
す
正
じ
た
方
が
明
被
で
ゐ
る
ご
し
て
遜
む
べ
き
だ
。
或

は
論
者
の
趣
旨
を
強
ゐ
て
貫
か
う
ご

L
、
美
術
品
貴
重
品
を
特
に
課
税
す
る
ぜ
い
ふ
な
ら
ば
、
此
等
は
財
産
税
で

は
凡
ぺ
て
苑
税
し
、
北
(
市
場
に
於

υる
貰
立
税
に
依
る
の
が
技
術
上
、
最
使
の
や
う

r。
尤
も
共
れ
で
全
部
補
挺

す
る
こ
ご
は
出
来
な
い
け
れ

E
も
、
共
重
な
る
も
の
は
捕
捉
し
得
品
。

(
陪
三
岡
)

附
風
物
た
る
と
き
に
白
事
課
揖
財
産
と
な
る
。
之
と
鶏
り
、
費
石
、
賞
金
属
物
値
、
槌
飾
及
者
静
品
、

掲
逸
財
産
措
は
然
p
o
y
イ
ツ
シ
ア
ー
に
依
れ
ほ
、
此
に
て
は
家
具
町
他
山
使
用
財
産
は
督
業
財
産
自
一
部
と
な
り
又
は
土
地
家
屋
白

一
九
一
四
年
七
月
三
十
一
日
以
後
嗣
迭
さ

れ
た
る
義
耐
品
蒐
集
品
目
競
輪
義
務
あ
り
、
費
石
類
を
除
い
て
は
、
此
等
の
拘
世
白
仕
入
倒
格
が
一
定
令
聞
に
一
千
金
品
克
、
同
和
又
は
集
合
的

物
挫
は
共
十
倍
」
を
漣
し
た
と
き
に
由
品
租
秘
義
務
あ
り
、
生
き
た
絹
誕
の
萄
術
家
内
作
品
は
無
枯
と
す
る
凶

ん
作
家
質
及
闘
賞
た
る
無
牧
盆
財
産

1
1今
一
の
考
察
は
、
右
の
美
術
品
貴
重
品
中
に
就
き
て
特
に
家
資
国
資

だ
け
を
弛
税
に
入
れ
や
う
ど
い
ふ
こ
ピ
で
あ
る
。
此
は
つ
ま
h
道
義
上
、
美
術
鵜
川
棚
上
の
考
か
ら
で
ゐ
る
。
郎
も

般
り
に
家
族
制
度
が
相
嘗
に
歴
史
的
道
義
的
意
義
ゐ
る
も
の
芭
す
れ
ば
.
各
の
家
に
存
す
る
家
貨
は
其
戸
主
を
し

て
大
事
に
保
存
せ
し
む
る
の
が
至
嘗
で
め
h
、
之
が
保
持
ご
い
ふ
こ
ぜ
は
時
ご
し
て
は
保
持
者
に
芭
'
り
て
費
用
叉

は
犠
牲
を
伶
ひ
、
少
〈
芭
も
其
の
大
き
が
持
主
の
能
力
ご
は
並
行
せ
守
、
有
形
牧
盆
の
小

ν
に
拘
ら
中
割
合
に
大

な
る
此
械
の
も
の
を
持
た
な
(
τ
は
な
ら
す
、
業
が
厄
介
だ
か
ら
ピ
い
ふ
て
寅
却
す
る
捧
に
も
往
か
泊

t
い
ふ
こ

ど
が
あ
る
。
随
ふ
て
此
の
如
き
も
の

tν
ひ
得
る
打
け
に
て
は
鬼
批
正
し
て
も
良
い
。
唯

r並
(
ピ
然
ら
ゴ
る
も
の

ど
の
匝
別
は
寅
際
困
難
ご
い
ふ
こ

εは
ゐ
る
。
家
樹
H
Z
い
ふ
ぺ
か
ら

F
る
美
術
品
に
至
つ
て
は
此
は
持
主
に
於
い

Fischer. a. a. o. S. 93 
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、

て
大
な
る
能
力
を
示
す
己
い
ひ
得
る
も
の
に
が
ら
之
を
見
守
る
こ
芭
は
出
来
ぬ
。
之
を
見

ιτ
は
越
脆
の
手
段
に

使
は
る
、
恐
も
大
い
か
ら
山
川
嘉
ら
高
血
税
出
家
ぬ
が
、
共
も
唯
に
闘
賞
ど
で
も
い
ふ
ほ
ど
の
一
定
品
小
限
の
美
術
日
開

な
ら
ば
、
此
大
事
な
る
物
を
保
護
す
る
責
任
者
乙

L
て
共
持
主
ぞ
特
に
兎
枕
す
る
さ
し
て
も
良
か
ら
う
o

併
し
断

じ
て
式
範
国
は
厳
格
に
保
た
な
け
れ
ば
い
り
な
い
。

品吉

論

前官事鉱怖 いザ

以
上
要
之
、
無
股
徒
財
産
中
、

一
定
最
小
額
以
下

ωも
の
並
に
家
資
又
は
闘
賞
Z
い
ひ
得
る
も
の

rり
は
、
能

カ
を
快
〈
も
の
又
は
能
力
ゐ
る
も
特
に
出
荷
怨
す
る
会
盆
上
の
理
由
ゐ
る
も
の

Z
し
て
兎
秘
し
て
良
い
が
、
並
(
他
は

大
館
、
直
接
に
は
某
無
形
な
る
牧
盆
潜
在
牧
盆
を
有
?
』
正
に
よ
h
τ
協
カ
を
示

L
・
閑
接
に
は
持
主
が
別
に
有

つ
所

ω有
形
牧
盆
に
廊
じ
之
に
て
負
携
さ
れ
得
る
も
の
ご
し
て
抑
制
度

ω一
補
完
税
た
る
名
義
上
の
財
産
税
を
課
せ
ら

る
べ
き
も
の
で
あ
る
d

其
能
力
の
度
合
は
有
形
牧
盆
あ
る
財
産
よ
h
は
小
で
あ
り
、
勤
勢
所
得
に
比
し
て
も
多
少

小
〈
、
恰
か
も
所
得
税
正
之
が
補
完
税
た
る
財
産
税
ご
の
結
合
制
に
よ
ち
大
慨
適
度
に
肱
能
説
税
苫
れ
得
る
も
の

Z
部
め
て
良
い
。

論

議

無
牧
倍
財
産
自
邸
枕

第
二
十
一
番

(
第
三
都

六
五
)
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E 
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